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(54)【発明の名称】 超音波測定用補助シート、そのシートを収納した包装物及びそのシートの吸水方法

(57)【要約】
【課題】シートの劣化等を生じさせず、製造工程におけ
るハンドリング性が良好である超音波測定用補助シート
を収納した包装物およびそのシートを使用状態へ即座に
適応できるようにシートに水を含ませる前準備が簡便に
行えるシートの吸水方法を提供すること、および診断や
測定に支障を生じることなく正確に測定でき、体表面に
べとつかず簡便に使用できる超音波測定用補助シートを
提供すること。
【解決手段】非透水性包装部材に、超音波測定用補助シ
ートと水を封入した包装体とを収納した包装物を用いる
ことにより上記第１の課題は達成され、また、超音波測
定用補助シートがアルキレンオキシド系高分子を主成分
とするシートであることにより、第２の課題は達成され
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  非透水性包装部材に、超音波測定用補助
シートと水を封入した包装体とを収納したことを特徴と
する包装物。
【請求項２】  非透水性包装部材に超音波測定用補助シ
ートと水を封入した包装体とを収納した包装物であっ
て、該超音波測定用補助シートの吸水後の超音波伝達特*
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*性が水と近似していることを特徴とする包装物。
【請求項３】  前記超音波測定用補助シートが下記一般
式（１）で表される繰り返し単位から構成される高分子
化合物を主成分とするシートであることを特徴とする請
求項１または２のいずれか１項に記載の包装物。
【化１】

【請求項４】  下記一般式（１）で表される高分子化合
物を主成分とするシートからなることを特徴とする超音

波測定用補助シート。
【化２】
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【請求項５】  請求項１～３のいずれか１項に示される
包装体を用いて超音波測定用補助シートに吸水させる方
法であって、該包装体の非透水性包装部材は破損しない
が水を封入した包装体のみが破裂する刺激を外部から与
えて水を滲出させ、該水を超音波測定用補助シートに吸
収させることを特徴とする超音波測定用補助シートの吸
水方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、超音波測定の際に
適用される超音波測定用補助シート、そのシートを収納
した包装物およびそのシートの吸水方法に関するもので
あり、特に、超音波探触子と例えば体表面との間に挿入
する超音波測定用補助シート、その超音波測定用補助シ
ートを収納した包装物および超音波測定用補助シートに
簡便に水を含ませる吸水方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、生体内の病巣の状態を診断する方
法として超音波診断が普及している。超音波診断におい
ては超音波探触子と体表面との間に空気膜が存在する
と、探触子と空気膜との界面で超音波の反射が生じた
り、また、空気膜は音響特性が悪いため、超音波の速度
に変化が生じたり、超音波が減衰したりして、正確な診
断が困難になる。そのため、測定する患部等の体表面に
特殊なゲル成分（ゼリー）を塗布して空気膜が発生しな
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いようにし、超音波探触子を押し当てて診断する方法が
通常採られている。このゲル成分は医学上問題のない成
分を使用しているが、体表面に塗布されるので患者が不
快感を感じたり、また、患者の体質によってはアレルギ
ーを引き起こす懸念もあった。さらに、診断後のゲル成
分の拭き取りに手間がかかったり、不十分な拭き取りで
は衣服を汚すこともあった。そこで、体表面にべとつか
ず、取り扱いが容易な超音波診断用補助シートが提案さ
れている。しかし、かかるシートはシート厚が厚いので
吸水に時間を要し、使用に際しては吸水時間を見込んで
前もって吸水の準備をしなければならず、時間効率が悪
い。一方、シートに吸水させた状態で保存や輸送を行う
ことも考えられるが、吸水したシートは強度が弱く破損
し易く、ハンドリング性も低下するため、シートをパッ
ケージングする際に作業効率の低下をきたす。また、吸
水したシートは輸送中の衝撃等によっても破損し易い。
さらに、吸水したシートはシートを構成する吸水性樹脂
が分子鎖破断、溶解等を生じるおそれがあり、長期保存
によりシートが劣化することもある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記問題点を
解決すべくなされたものであり、本発明の第１の目的
は、シートの劣化等を生じさせず、製造工程におけるハ
ンドリング性が良好であるシートを収納した包装物およ
びそのシートに水を含ませる前準備が簡便に行えるシー
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トの吸水方法を提供することにあり、本発明の第２の目
的は、診断や測定に支障を生じることなく正確な測定が
可能であり、また、体表面にべとつかず簡便に使用でき
る超音波測定用補助シートを提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明の包装物は、非透
水性包装部材に、超音波測定用補助シートと水を封入し
た包装体とを収納したことを特徴とする。また、本発明*
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*の別の態様の包装物は、非透水性包装部材に超音波測定
用補助シートと水を封入した包装体とを収納した包装物
であって、該超音波測定用補助シートの吸水後の超音波
伝達特性が水と近似していることを特徴とする。ここ
で、前記超音波測定用補助シートが下記一般式（１）で
表される高分子化合物を主成分とするシートであること
ができる。
【化３】

本発明の超音波測定用補助シートは、上記一般式（１）
で表される高分子化合物を主成分とするシートからなる
ことを特徴とする。本発明の超音波測定用補助シートの
吸水方法は、上記包装物を用いて吸水させる方法であっ
て、非透水性包装部材は破損しないが水を封入した包装
体のみが破裂する刺激を外部から与えて水を滲出させ、
該水を超音波測定用補助シートに吸収させることを特徴
とする。
【０００５】本発明の超音波測定用補助シートの包装物
を用いれば、シートの吸水のために水や容器等を特別に
準備したり、吸水時間を見込んで行う前準備の時間に気
を配ったりする必要がなく、人間の作業や手間を省くこ
とができる。また、本発明の超音波測定用補助シート
は、吸水性樹脂シートが親水性または透水性のフィルム
等で被覆されていないので、このシートを生体と探触子
との間に挿入すれば、親水性フィルム等を介さずに直接
シートを人体の皮膚等および探触子と接触させることが

できる。そのため、超音波の正確な伝達を妨げる要因と
なるものを最小限にすることができ、音響伝達特性の変
化をきたさずにより正確な測定を実施することができ
る。
【０００６】
【発明の実施の形態】本発明の超音波測定用補助シート
は、吸水性樹脂からなるシートである。本発明において
超音波測定用補助シートは、超音波測定する対象物と超
音波伝達特性が実質的に近似するものが好ましい。例え
ば人体等について超音波診断等を行う場合には、水の超
音波伝達特性と近似する超音波伝達特性を有する媒体で
あることが好ましく、例えば、アルキレンオキシド系高
分子を主成分とするシートが好ましく、エチレンオキシ
ド系高分子を主成分とするシートがさらに好ましく、特
に下記一般式（１）で示される繰り返し単位から構成さ
れる熱可塑性樹脂を主成分とするシートが好ましく用い
られる。なお、本発明において、「シート」と称する場
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合にはフィルムに該当するものも含まれるものとする
。
【０００７】 *
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*【化４】

【０００８】ここで、活性水素基を２個有する有機化合
物としては、主として、エチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレング
リコール、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサン
ジオール、ネオペンチルグリコール、ビスフェノール
Ａ、ポリテトラメチレングリコール、シクロヘキサン－
１，４－ジメタノール等の脂環式ジオール、ブチルアミ
ン、オクチルアミン、ラウリルアミン、シクロヘキシル
アミン、アニリン、アニリンプロピレングリコール、ポ
リテトラメチレングリコール等がある。これらは単独
で、もしくは併せて用いられる。
【０００９】Ａとしては、例えば、エチレンオキシド単
独、エチレンオキシドを７０重量％以上含有するプロピ
レンオキシド、ブチレンオキシド、スチレンオキシド
等、およびこれらの混合物等が挙げられる。ただし、エ
チレンオキシドの含有量が７０重量％未満では水不溶性
となるので、本発明においては、７０重量％以上である
ことが好ましい。
【００１０】Ｚは、例えば好ましいものとしては、メチ
ル基、エチル基等のアルキル基、フェニル基等が挙げら
れる。
【００１１】上記ジカルボン酸化合物としては環状ジカ
ルボン酸化合物または直鎖状ジカルボン酸化合物が望ま

しく、ジカルボン酸、ジカルボン酸無水物、ジカルボン
酸の低級アルキルエステルが挙げられる。上記ジカルボ
ン酸としては、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル
酸、マロン酸、コハク酸、セバシン酸、マレイン酸、フ
マル酸、アジピン酸、イタコン酸が挙げられる。上記ジ
カルボン酸無水物としては、上記各種ジカルボン酸の無
水物が挙げられる。また、上記ジカルボン酸の低級アル
キルエステルとしては、上記各種のジカルボン酸のメチ
ルエステル、ジメチルエステル、エチルエステル、ジエ
チルエステル、プロピルエステル、ジプロピルエステル
等が挙げられる。特に好ましくは、炭素数１２～３６の
直鎖状ジカルボン酸およびその低級アルキルエステルが
挙げられ、１，１０－デカメチレンジカルボン酸、１，
１４－テトラデカメチレンジカルボン酸、１，１８－オ
クタデカメチレンジカルボン酸、１，３２－ドトリアコ
ンタンメチレンジカルボン酸等が挙げられる。上記その
低級アルキルエステルとしては、これらジカルボン酸の
メチルエステル、エチルエステル、プロピルエステル、
ジプロピルエステル等が挙げられる。これらは単独で、
もしくは２種以上併せて用いることができる。なかで
も、反応の容易性という観点から、上記ジカルボン酸無
水物およびジカルボン酸の低級アルキルエステルを用い
ることが好ましい。
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【００１２】上記ジイソシアネート化合物としては、
４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、トリレ
ンジイソシアネート、キシレンジイソシアネート、イソ
ホロンジイソシアネート、メチレンビスシクロヘキシル
ジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート等
が挙げられる。これらは単独で、または２種以上併せて
用いることができる。
【００１３】Ａは、構成成分を用いて、例えば水酸化ナ
トリウム、水酸化カリウム等の苛性アルカリを触媒と
し、約９０～２００℃の温度で２～３０時間反応させ
て、活性水素基を２個有する有機化合物にエチレンオキ
シドを含有するアルキレンオキシドをブロックまたはラ
ンダムで付加重合させることにより得られる。本発明に
おいて、Ａのポリオキシアルキレンポリオールは、重量
平均分子量が１，０００以上であることが好ましく、
５，０００～３０，０００であることが更に好ましい。
熱可塑性樹脂は、例えば、ポリオキシアルキレンポリオ
ールにジカルボン酸化合物およびジイソシアネート系化
合物の少なくとも一方を反応させて生成することができ
る。
【００１４】本発明においては、本発明の特性を損なわ
ない範囲内で酸化防止剤、紫外線防止剤等の各種の添加
剤をさらに含有させることができる。例えば、溶融押出
時の熱劣化を防止するために、樹脂組成物中に酸化防止
剤を含有させることが出来る。なお、熱安定性向上のた
めに添加する酸化防止剤の量としては、０．３～１．５
重量％程度が適当である。
【００１５】本発明の超音波測定用補助シートは含水す
ると膨潤する。使用時、すなわち膨潤後のシートの厚さ
は１ｍｍ～１０ｍｍ程度が好ましく、含水させる前のシ
ートの厚さは、１００μｍ～５，０００μｍの範囲内で
あることが好ましい。なお、超音波測定用補助シートを
人体以外の対象物について適用する場合には、シート形
状でなくてもよく、用途に応じて適宜選択することがで
き、例えば立体的な特異な形状等とすることもできる。
【００１６】本発明の超音波測定用補助シートは公知の
方法により形成することができ、例えば溶融押出法等に
より形成することができる。本発明に用いられる溶融押
出製膜機としては、樹脂を１軸または２軸以上の複数の
スクリューを有する押出機にＴダイを取り付け、押出機
中で溶融させた樹脂をＴダイからシートとして押し出
し、冷却ロール等にて冷却、固化することによりフィル
ムを製造する装置等を用いることができる。
【００１７】本発明の超音波測定用補助シートは、架橋
により吸水率を調節することができる。本発明において
はシートを作製した後、電離性放射線、紫外線等を照射
して架橋することが好ましい。
【００１８】本発明の包装物は非透水性の包装部材に上
記した超音波測定用補助シートと水を封入した包装体と
を収納したものである。
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【００１９】非透水性の包装部材の材料としては、外か
ら所定の刺激等を加えても破壊しないような強度を有
し、かつ水を透過しないものであることが必要である。
本発明においてはさらに気体透過性も低いものが好まし
く、例えば、アルミニウム蒸着したポリエチレンフィル
ム、アルミニウム蒸着したポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴ）フィルム等が好ましいものとして挙げられ
る。なお、所定の刺激等については後述する。非透水性
の包装部材の形状や大きさは、本発明の超音波測定用補
助シートと水を封入した包装体とを収納し、吸水できる
形状や大きさであれば特に制限されるものではないが、
例えば、袋状、函状、矩形状等、運搬や保存及び吸水工
程等を考慮して適宜、形状や大きさを選択することがで
きる。また、部分的に材料の剛性が異なっていてもよ
く、例えば、側面は運搬や保存に耐えるように剛性があ
り、上面は指等で圧力がかけられるように柔軟性がある
ものでもよい。
【００２０】水を封入するための包装体の材料は、水に
不溶で、かつ、通常の衝撃では破壊されないが、外から
所定の刺激等を与えたときに破裂したり、破壊されたり
等するくらいの強度を有するものである。また、かかる
包装体は所定の刺激等により水が滲出できるような構造
であれば特に制限はなく、例えば、破壊し易い部分を少
なくとも１箇所形成しておき、その箇所に刺激等を与え
て包装体を破壊し、水を漏出させてもよい。包装体の大
きさは必要量の水が封入できるような大きさでなければ
ならないが、その形状は袋形状でも、矩形状でも適宜選
択することができる。ここで、所定の刺激とは、押圧、
曲げ力、捻り力、温度、電気的、電子的刺激等、その種
類には特に制限はないが、その刺激の強度については、
輸送、搬送中の振動や衝撃では破壊しないことが必要な
ので、例えば圧力等の場合には輸送等により受ける圧力
等の大きさよりは十分に大きく、かつ人間の力で容易に
包装体を破壊できるような強度の圧力等をいい、例え
ば、包装部材の外から手で叩く等の衝撃を与えることに
より包装体を破壊することができるような強さの圧力等
をいう。また、構造的に破壊し易い部分を有する場合に
は、その部分を破壊できるような刺激と強度をいう。具
体的には、捻ることによって折れたり、湾曲させると折
れたりする部分が少なくとも一箇所形成されている包装
体では、非透水性の包装部材の上からかかる包装体のそ
の箇所を捻ったり、曲げたり等の刺激を与えて、包装体
を破壊することができる。また、包装体の１箇所が破裂
し易い構造の場合には、包装部材を側面が剛性を有し、
上面が柔軟性を有するような函状に形成して保管中は包
装体に圧力がかからないようにしておけば、必要時に函
状の包装部材の上から包装体を押したり、叩いたりして
包装体の破壊し易い部分に水圧がかかるようにすること
により、包装体を破壊させることができる。
【００２１】本発明の包装体に封入される水としては、
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イオン交換水、蒸留水等が用いられ、これらは長期保存
における腐敗等を防止するために、滅菌されていること
が好ましい。
【００２２】本発明において包装部材や包装体は、選択
された形状のものを形成する場合に通常適用される製造
方法に従って製造することができる。例えば袋形状のも
のを形成する場合には、シート２枚を重ねて袋の側面と
底部とを接着、熱融着等することにより形成してもよい
し、インフレーション法により筒状に形成されたフィル
ムを切断して、切り口を熱融着等してもよい。包装体に
は水を封入した後、封入口を熱融着等により密封して水
が漏れない状態にする。次いで、これと本発明の超音波
測定用補助シートとを包装部材の中に入れて口を封じ、
包装物を形成する。かかる包装物は超音波測定用補助シ
ートを乾燥状態で保持することができるので、長期間保
存してもシートの劣化が生じることはない。超音波測定
用補助シートを使用に供する場合には、吸水に要する時
間を考慮して適当な時期に、包装物に外部から適当な刺
激を与え、例えば外部から圧力をかけて、内部の包装体
を破壊し、水を漏出させてシートに含水させる。本発明
においては、包装部材は水を透過しないので、輸送中で
あっても、適当な時間にシートへの吸水を開始させるこ
とができ、到着後、直ちにシートを使用することもでき
る。また本発明の包装物によれば、わざわざ水や容器等
を準備しなくとも手軽に吸水を開始させることができ、
便利である。
【００２３】
【実施例】以下に本発明を実施例を用いて具体的に説明
するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
実施例１
エチレングリコールにエチレンオキシドを付加重合した
後、ブチレンオキシドを付加重合し、さらにエチレンオ
キシドを付加重合して得たポリアルキレンオキシドにオ
クタデカン－１，１８－ジカルボン酸メチルを加え、エ
ステル反応を行ない、重量平均分子量が１５万の高分子
化合物を得た。得られた高分子化合物を押出機で溶融
し、Ｔダイ温度１４０℃で厚さ２５０μｍのフィルムに
押し出して、ポリエチレンオキシド系高分子化合物を主
成分とする吸水性フィルムを製造した。次いで、このシ*
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*ートにγ線を１０Ｍｒａｄ照射して架橋させ、超音波測
定用補助シートを得た。得られた超音波測定用補助シー
トを１５ｃｍ×１５ｃｍの大きさに切断した。これとは
別に、大きさが１５ｃｍ×１５ｃｍで、厚さが３０μｍ
のポリエチレン（ＰＥＴ）製袋を準備した。これに滅菌
した蒸留水を７５ｃｃ封入して水袋を作製した。また、
アルミニウムを蒸着した厚さ５０μｍのポリエチレンテ
レフタレートフィルムを準備し、これを２０ｃｍ×２０
ｃｍの大きさの袋に形成した。このＰＥＴ製袋に上記超
音波測定用補助シートおよび水袋を収納し、ＰＥＴ製袋
の口を封じて本発明の包装物を形成した。
【００２４】比較例１
実施例１と同様にして超音波測定用補助シートを作製し
た。これを滅菌した蒸留水に浸漬して十分含水させた
後、実施例１と同様にして作製した包装部材の中にかか
る含水シートを蒸留水３０ｃｃと共に封入して口を封
じ、比較用の包装物を得た。
【００２５】得られた超音波測定用補助シートを収納し
た包装物について、下記評価を行った。その結果を表１
に示す。
評価方法：
①  生産効率（生産性）
包装物の製造工程における生産効率を調べるために、実
際に目的とする包装物を作製し、１０分間で何個作製で
きるか数えた。
②  輸送中のシート強度の評価
実際の輸送を想定して模擬テストを行った。すなわち、
包装物の両端を固定し、左右３ｃｍの移動範囲で、１０
分間、高速揺動させた後、包装物を開封して、超音波測
定用補助シートの状態を目視観察し、シートが裂けたり
等、シート状態が不良であるシートが１００個中何個発
生したかを数えた。
③  長期保存性
超音波測定用補助シートを収納した包装物を３ヶ月間保
存して、保存前の超音波測定用補助シートの重量に対し
て、保存後のシートの重量がどのくらい減少しているか
算出した。
【００２６】
【表１】

【００２７】表１から明らかなように、実施例１の包装
物は、超音波測定用補助シートを乾燥状態で取り扱うこ
とができるのでハンドリング性がよく、高い生産効率を
発揮することができた。また、超音波測定用補助シート
を乾燥状態を維持したまま輸送、保存等ができるので、

シートの劣化が生じることがなく長期保存性に優れ、輸
送中の不良シートの発生を防止することができた。一
方、比較例１の包装物は、超音波測定用補助シートが水
を含んだまま保存、輸送されるので、輸送中に不良シー
トが発生し、保存によりシートの劣化も生じた。また、
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水を含んだシートを封入するので、ハンドリング性が悪
く、生産効率も低下した。なお、本発明の超音波測定用
補助シートを用いて人体について超音波診断を行ったと
ころ、診断に支障を生じることなく、簡単に使用でき、
かつ正確に診断を行うことができた。すなわち、本発明
の超音波測定用補助シートは、吸水後のシートの超音波
伝達特性が水や生体の超音波伝達特性と近似しているの
で人体等の超音波診断に最適であり、精密な超音波測定
を行うことができる。また、本発明の超音波測定用補助
シートは、人体の超音波診断のみならず、超音波治療等
にも、その他の超音波測定にも使用することができる。

14
またさらには、水中の物体についての超音波測定にも使
用することができ、例えば、水中の物体表面の亀裂の発
見等にも適用可能である。
【００２８】
【発明の効果】以上説明したように本発明の包装物を用
いれば、超音波測定用補助シートと水とが分離された形
で保存されるので、長期保存においてもシートの劣化が
生じることもなく、また必要ならば、輸送中に超音波測
定用シートに吸水させることも可能であり、シート到着
後、すぐに使用することもでき、時間効率がよい。
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